
札幌駅

地
下
鉄
南
北
線

地
下
鉄
南
北
線

札
幌
駅

札
幌
駅北大附属植物園

ポールスターポールスター

水産ビル水産ビル 道庁

ガーデンパレスプレスト1.7

かでる２.７
道民活動センタービル

世界道路交通犠牲者の日・北海道フォーラム

後援：北海道・北海道警察・札幌市
協力：交通権学会北海道部会・クルマ社会を問い直す会・道はだれのもの？札幌21・スローライフ交通教育の会

主催：北海道交通事故被害者の会
（ 札幌市中央区北1条西9丁目　ノースキャピタルビル4階　　Tel．011-233-5130 ）

国連が提唱した 「世界道路交通犠牲者の日」 に連帯し、 毎年世界で120万人の死者という
道路交通被害者を追悼するとともに、 悲劇を繰り返さず、 被害ゼロのため、 幻想としての
クルマがもたらすスピード社会を問い直します。

「私は、このような歴史的な転換点だからこそ、自動車のスピードについてオープンに語ら

ねばならないと思う。自動車のスピードと、それを重視した道路整備の巨大な犠牲に眼を

向けるべきである。犠牲にまっすぐ眼を向け、それを克服しようとしたとき、自動車の未来

が開け、自動車を歩行者や他の交通手段と調和的に使うまちや、犠牲を伴わない本来ある

べき社会の未来像が見えてくるのではないか。」

（小栗幸夫著「脱・スピード社会」（清文社）「はじめに」より）

コーディネーター： 山本　純 氏（札幌学院大学教授）

まちと生命を守る「脱・スピード社会」を
～ 北海道から世界へ、悲しみを希望に ～

記念講演　小栗 幸夫氏（千葉商科大学教授）ゼロへの提言

被害者からのメッセージゼロへの願い

関係機関より報告ゼロへの誓い

★「息子は意識も戻らないまま、小さな体で闘っています」…小学1年生でクルマに轢かれ、寝たきりと

なった米内隆輔君（稚内市）の報道映像による声なき訴え。

★飲酒運転・ひき逃げの悪質交通犯罪で高校生の息子を奪われて…江別市　高石洋子

交通死傷ゼロへの提言交通死傷ゼロへの提言

11月13日㈮
18：00～ 20：30

かでる２・７ ４階大会議室
札幌市中央区北2西7  

WORLD DAY OF REMEMBRANCE FOR ROAD TRAFFIC VICTIMSWORLD DAY OF REMEMBRANCE FOR ROAD TRAFFIC VICTIMS

ポルトガルにおけるキャンドル点火の様子
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ポルトガルにおけるキャンドル点火の様子
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入場無料



2008年（平成20年） 3月29日

1993年にイギリスのNGO、 ロードピースが始めた「道路交通犠牲者の日」というイベントがヨーロッパを
中心に広がり、 2005年の国連総会で、 毎年11月の第3日曜日を「世界道路交通犠牲者の日」（WORLD DAY 
OF REMEMBRANCE FOR ROAD TRAFFIC VICTIMS）とすることが決議されました。 共同提唱した世界
保健機関（WHO）は「世界中で毎年120万人もの人々が交通死していることに思いを馳せ…全ての関係者の
協力によって犠牲者へのケアやサポートがよりよいものになり、 犠牲者数が減少することを希求する日」
（「指針」）として、 国際的な取組を呼びかけています。
日本では2007年、 京都市の被害遺族である今井博之さんがWHOの「指針」を日本語訳して紹介し、 運動を
呼びかけました。これに応え、 その年からシンポジウムや追悼行事が始まり、 昨年は大阪、 東京、 そして札
幌と被害者団体が中心となり大きく拡がりました。

　1946年、 岐阜県瑞浪市生まれ。 千葉商科大学政策情報学部教授、

ソフトカー・プロジェクトチーム代表。 一橋大学大学院経済学研究科

修士課程を経て、米国ペンシルヴァニア大学都市地域計画学部博士

課程終了（都市計画学博士）。 筑波大学講師、株式会社西洋環境開発

（セゾングループ）勤務などを経て2000年より現職。 2000年、 政府

公募のミレニアム・プロジェクトに採択され、 最高速度を表示・制御

するソフトカー開発をスタート。 ブログ「ソフトカー・ダイアリー」、 

掲示板「世界道路交通犠牲者の日・つながるプラザ」を管理。 著書に、 

「コミュニティオフイス・2005」（ＰＨＰ研究所）　「脱・スピード社会」

（清文社）など。

講師　小栗  幸夫 （おぐり ゆきお） 氏　プロフィール

「世界道路交通犠牲者の日」（11月第３日曜日）とは

ヨーロッパに見られる

◀オーストリアの住民用街路の標識
この標識がある街路は、クルマも
通れるが、住民の「遊び場」。クルマ
は、20キロ以下の極めて低速で運
転し、歩行者を危険にさらしては
ならない。道路の優先権はクルマ
にはない。

◀「いのちのパネル展」
北海道交通事故被害者の会のパネル展実行委員会が主
催。「もう誰にも悲しい思いをして欲しくない」という被
害者のメッセージパネル21枚を道内各地で展示してい
ます。

▶専用自転車道の整備
　が進むオランダ

安心のまちと道づくり

■11月14日～19日／中央区民センター（協力：中央区安協）
■11月16日～19日／地下街オーロラスクエア（協力：札幌市）
　　　　　　　　　　　　　  写真は昨年のワールドデイ（札幌地下街）


